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東南 アジア ・オセ アニアにおける諸民族文化のデ ータベ ースの作成 と分析

バ ス ケ ッ ト ・土 器 2600

福 川 圭 子*

1. バ スケ ッ トとか ご 2.土 器

1.バ ス ケ ッ トとか ご

 バ ス ケ ッ トは,多 数のす ぐれた材料(竹,籐,パ ンダナスの葉,つ る性植物 など)

が存在 していれば,そ の編細工の技術 はほとん どいた る場所で極 めて高い段階 にある。

バスケ ットの うち竹製 品に関 していえば,竹 の生育に適 した高温多湿な地域 は同時に

稲作地域で もあ り,わ れわれのデータの上で も竹製品 と稲作(1307,1310)の 項 目を

共有す る民族は,東 南 アジア大陸部および島喚部 に きわだ って多 い。バスケ ッ トを用

途の上 から個 々にみてみ ると,ざ る(2601)は 細 く割 った竹で編んだ容器 とい う点で,

か ご(2605)と の 区別 はほとん どつ けに くいが,か ごに比べて比較 的底が浅 く,水 気

のあるものを 入れ るために使われ る場合が多い。 したが って台所用容器 として よ く用

い られている。か ごは土器よ りも持 ち運 びが容易であるところか ら,農 耕,漁 携,あ

るいは運搬 の用具 と して も用い られる。箕(2603)は 穀 物 とゴ ミを選別す るた めに,

また,ふ るい(2602)は 主 として穀類 を粒度 によってふ りわけるために用いられる道

具であ ることか ら,こ れ らと稲作 および雑穀栽培(1309)と の 相関が明確にみ とめ ら

れる。

 パ ンダナスの葉製 かご(2604)は デ ータで も明 らかな ように,パ ンダナスが生 育す

る地域に しか出て こない。現地では イモ類 などを収穫 した り,獲 物を捕えた りした と

き,そ の場でか ごを編 み,手 際 よ くそれ らの収穫物を家へ運ぶ とい う実際的な方法 が

取 られ る。パ ンダナスの葉製か ごは,東 南アジアの島嗅部か らオセァニアにかけての

いわゆるオ ース トロネ シア語圏に卓越 し,な かでも太平洋諸 島地域に圧倒的にみ とめ

られる。データの上で も,タ ロイモ ・ヤムイモ ・料理バ ナナの栽培,お よび,ブ タ飼

育の諸項 目 との共有度が高 く,"オ セアニア"の イメージと重な って いる。
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2.土  器

 土 器 の発明は年代 的にか なり差異 はあ って も,地 球上のかな りの地域で別個に発 明

された可能性がある。 われわれのデータにおいて も土器製造(2607)の 出現率は高い。

ただ し,ポ リネ シァで は材料にな る土 を欠 く地域が多 く,土 器製造はあま り一般的で

はな く,こ のデータで もフ ィジーを東 限に して,土 器製造の存在 は報告 されていない。

土器の成形方法 としては,一 般的に,手 つ くね法(2609),輪 積 み法(2610),巻 上 法

(2608),こ う打法(2611)が あ り,高 文 化にみ られ る方 法と して,ロ クロの使 用(2612)

が あ る。われわれのデータに も,ロ クロは この定説どお り,ビ ルマ,ベ トナム,ジ ャ

ワの高文化地域に使 われてい る。その うちで もビルマは,上 記4つ の成形方法のすべ

てを有 してい る。また東南ア ジァ全体 では,手 つ くね法が もっともよ く採用 されてお

り,と くに,ア ッサム,ビ ルマ,セ レベス,大 ス ンダ列島,小 ス ンダ列島の諸部族に

目だつ。

 つ ぎに多いのが,こ う打法であ り,や は りア ッサム,ビ ルマをは じめとして,ボ ル

ネオやスマ トラに も出現 してい る。なお,タ イの彩色土器(2613)は 青 銅器時代か ら

の歴史 を負 っているとも考え られ る。 メ ラネ シアでは,パ プアニs一 ギニアか ら,ア

ドミラル ティー,ソ ロモン,ニ ューヘブ リデ ィ0ズ,ニ ューカ レ ドニァ,フ ィジーに

いた るまで土器製造がみられ る。

 メ ラネ シァへの土器の流 入ル ー トについて は,ソ ルハ イム(Solheim II)に よ る興

味ぶかい報告がある[SOLHEIM II I968]。 かれ は,東 南ア ジァか らメラネ シアにか

けて,21箇 所 の土器製造地域をえ らび,そ の粘土採集か ら,成 形,仕 上げまでの さま

ざ まな工程 とその特長を80余 りの項 目に し,そ の有無 を調べ,さ らにそれ ら地域間の

相関度 を地図上に等値線で あらわ してみた結果,土 器製造 がフ ィジーを東限 とす るメ

ラネシア地域 に およんだ ル ー トは,大 き く二つ現われ るという。 その一 つは,北 方

(お そ らく日本あた り)か ら,台 湾,フ ィ リピン東方,カ ロ リン西方 およびア ドミラ

ルテ ィー,ニ ューギニア東南海岸,さ らに東へ進み,ニ ューヘブ リデ ィーズ,フ ィジ

ーにいたるル ー ト。 もう一方 は,東 南ア ジァに発 し,イ ン ドネ シア,フ ィ リピンを経

て,ア ドミラル ティーか らフィジー諸 島に抜 けるルー トである。 そ して,北 方ル ー ト

に おいては巻上法が,東 南アジアルー トにおいて はこう打法 が顕著で あり,両 ル ー ト

ともに手つ くね法を ともなって いると結 んでいる。
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